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令和７年（1月～12月）消防統計（※速報値） 
 

 

区 分 令和７年 令和６年 増 減 

火災件数（件） １０５ ９０ +1５ 

火災による死者数（人） ３ ４ -１ 

◆ 火災件数は、令和６年より15件増加しましたが、死者数は１名減少しました。  

◆ 亡くなられた３名の方は全員が６５歳以上で、そのうち２名は住宅火災によるものです。 

◆ 月別の発生件数では、１0月と11月が１２件（１１．４％）と最も多く、４月、７月、８月も１０件

以上の火災が発生しています。 

◆ 出火原因で最も多いのは、「たき火（１３．３％）」で、次いで「たばこ（７．６％）」「こんろ（６．

７％）」と続きます。 

◆ 「たき火」や「火入れ」などの屋外焼却（野焼き）による火災は２８件発生しており、全体の

４分の１以上（２６．７％）を占めています。 

 

区 分 令和７年 令和６年 増 減 

救急出動件数（件） 18,938 18,692 ＋246 

搬送人員（人） 17,405 17,218 ＋187 

◆ 出場した救急事故種別で１番多かったのは「急病事故」で、全体の約６割となります。 

◆ 熱中症（疑い含む）の搬送者数は４８８人で、令和６年と比較すると２９人減少して 

います。（調査期間：令和７年５月１日から９月３１日まで） 

火 災 （予防課） 「屋外焼却（野焼き）による火災が 

多く発生しています！ 

 

救 急  （警防課） 



 
 

 区  分 令和７年 令和６年 増 減 

   救助出動件数（件） 418 382 ＋36 

◆ 全体は418件で令和６年に比べ36件の増加です。内訳は「その他の事故救助」が最も

多く、274件（66％）、「交通事故」が92件（22％）となりました。 

 
 

 

区 分 令和７年 令和６年 増 減 

１１９番受付件数（件） 30,5５8 30,211 ＋3４7 

◆ 内訳としては「救急」の受付件数が最も多く1６,７２１件（54％）でした。前年（16,276件）

に比べると４４５件増加となります。 

◆ １１９番での「病院問合せ」が増加しています。 

  救急の問い合わせは、「0952-31-8899」をご利用ください。 
 
 

 

『急ぐ日も 足止め火を止め 準備よし』 

（202５年度全国統一防火標語） 

 

救 助  （警防課） 

 

１１９番通報  （情報指令課） 

【問い合わせ先】 

＜火災＞ 

消防局 予防課 電話 ０９５２-３３-６７６５ 

＜救急・救助＞ 

消防局 警防課 電話 ０９５２-３３-６７６１ 

＜１１９番通報＞ 

消防局 情報指令課 電話 ０９５２-３３-６７７２ 


